
（別紙３）

～ R7年　11月　30日

（対象者数）
13

（回答者数）
11

～ R7年　11月　30日

（対象者数）
3

（回答者数）
3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
人と人との関わりを大切にしていき、みんなが笑顔で

過ごせる環境を作っていきます。

2
空いてる時間をできるだけ作れるように業務を行い

課題の目的などお話しできるようにしていく。

3
専門的知識を更に深くし、よりよい専門的支援を

行えるようにしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

子どもの発達に合わせ、簡単すぎるレッスンなどは

個別支援として内容を変更したり

難易度をあげたりしていきたい。

2

3

保護者や子ども達や職員の

人間関係がとてもよく風通しが良い。

みんな楽しく過ごしている。

職員同士が色々な話を通して、思ったことを言える

環境が作れることを意識しているため

保護者様との話でよりよい説明を行っている。

子どもの様子を客観的にみながら

見守ることが出来る。

時間が空いている時は保護者様と子どもの様子を

見ながら話すようにし、子どもの成長を改めて伝えたり

保護者様の困りごとなど聞くようにしている。

個別レッスンのため、その子に合わせた内容が

できたり、人数が多くなった場合は小集団をしたりと

臨機応変に動くことが出来る。

カリキュラムの中でその子が苦手なものを見つけ出し

苦手でも楽しく出来るように個別支援として取り入れて行く。

また、人数が増えた時は小集団を行うなど臨機応変に

行うようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

1時間という短い時間のため、課題によっては

とても早いテンポで行うので、子どもがついて

きていない場合がある。

カリキュラムがある程度決まっているので、

違う事ができない時がある。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　11月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 コペルプラス久留米教室

○保護者評価実施期間
R7年　11月　1日

○保護者評価有効回答数

R7年　11月　１日

事業所における自己評価総括表公表


